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アジア情報室の使い方
（インドネシア編）

①アジア情報室について

国立国会図書館関西館アジア情報室



内容

①アジア情報室について

国立国会図書館 遠隔利用と来館利用 利用者登録

②インドネシア関係資料の探し方

NDLオンライン（検索、デジタル化資料、遠隔複写）

③調査・研究のヒントになるツール

調べ方案内 AsiaLinks



①アジア情報室について
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国立国会図書館（NDL）とは

・国内の出版物を網羅的に収集
（納本制度）

・外国資料も選択して収集
・国内最大の蔵書数
・18歳以上なら、どなたでも
利用可能
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関西館 （京都府精華町）
アジア言語資料
外国雑誌、科学技術資料

東京本館 （千代田区永田町）
国内刊行物・欧米図書

国際子ども図書館 （上野公園）
児童書・教科書



関西館の所蔵資料
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関西館
• 日本語図書(参考図書、アジア関係を含む複本)

• よく使われる日本語雑誌・新聞、欧文学術雑誌

• 国内博士論文、科学技術資料

• 東京本館資料の関西館への取寄せも(一部資料)

アジア情報室
• アジア諸国の資料を収集・提供

• 現地語資料（2020年3月現在）

図書 約49万7,000冊

雑誌 8,405タイトル

新聞 712タイトル

・ アジア関係の日本語・欧米言語資料も所蔵



東京本館

国際子ども図書館
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インドネシア語資料（2020年3月現在）

図書 約2万冊（マレーシア語含む）
雑誌 234タイトル
新聞 19タイトル



政治・法律・行政
23.8％

経済・産業
9.7％

社会・労働 7.5％

教育 3.4％

歴史・地理

26.1％

哲学・宗教
9.1％

芸術・言語・文学
15.3％

科学技術
2.7％

学術一般・ジャーナリズム等 2.2％

7

インドネシア語図書 分野別割合
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インドネシア語図書資料 特に多い分野等
〇政治・法律・行政
イスラムと政治、民主主義論、国際関係など

〇歴史・地理
植民地期の歴史、政治史など

〇芸術・言語・文学
各地・各民族の民話、文化史など

※比較的最近出版された資料が多いのが特徴
（参考）
小西鉄「関西館アジア情報室が所蔵するインドネシア語資料について」
『アジア情報室通報』15巻2号, 2017.6. 
http://rnavi.ndl.go.jp/asia/entry/bulletin15-2-1.php

http://rnavi.ndl.go.jp/asia/entry/bulletin15-2-1.php
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インドネシア刊行の主な新聞
・Kompas（1975-）
インドネシア最大の日刊紙

・Suara pembaruan（ 1987-）
インドネシア最大の日刊紙の一つ。
プロテスタント系。

・The Jakarta Post（1995-）
インドネシアの外国人に最も読まれている英字紙。
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インドネシア刊行の主な雑誌
・Femina（1991-）週刊の女性誌

・Warta ekonomi（2006-）ビジネス誌

・Forum keadilan（2000-）週刊ニュース報道誌

・Globe Asia（2007-）月刊の英字ビジネス誌

より詳しくは…

アジア情報室所蔵資料の概要
https://rnavi.ndl.go.jp/asia/entry/asia-02data.php

https://rnavi.ndl.go.jp/asia/entry/asia-02data.php


まずは 遠隔利用

調査・研究のヒントを手に入れる

大学・公共図書館経由 資料取り寄せ（館内閲覧）・コピーの取寄せ
レファレンス(調べもの相談)

コピーの取寄せ（個人申込み） 要登録

遠隔利用と来館利用
いろいろ資料があるのは分かった！でも、関西館は遠いし・・・

やっぱり 来館利用

豊富な資料を見ながら調査したい（特に新聞・雑誌）

データベース（ProQuest Central、EBSCO hostなど）を利用したい

アジア情報室の職員に直接相談してみたい
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コピー代は有料

コピー代は有料
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2種類の登録利用者制度
①インターネット限定登録利用者
インターネット経由でのコピー申し込みができる
Web上で簡単に登録

→来館予定がないなら、こちらが便利！

②個人の登録利用者
国立国会図書館内での書庫資料の利用等ができる
インターネット経由でのコピー申し込みができる
来館又は郵送で本人確認書類等を提出

※国立国会図書館の利用者登録について
https://www.ndl.go.jp/jp/registration/index.html

https://www.ndl.go.jp/jp/registration/index.html
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インターネット限定登録利用者になるには

「NDLオンライン」の画面から登録できます。
「NDLオンライン」で検索するか、国立国会図書館
ウェブサイトからアクセスしてください。
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インターネット限定登録利用者になるには
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インターネット限定登録利用者になるには

メールアドレスを入力

利用者情報を入力



16

まとめ
① 遠隔でできること

コピーの取寄せ、調査・研究のヒントを手に入れる

（大学・公共図書館経由で）資料・コピーの取寄せ、調べもの相談

② 来館が必要なこと
資料を直接見る、データベースを利用する、

アジア情報室の職員に対面で相談する

③ まずは「インターネット限定登録利用者」
登録するのが便利！



アジアに関する調査・研究の相談は、

0774-98-1390 アジア情報室直通

または

お近くの図書館へ
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②につづく


